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【調査研究の概要】

・ 市民が国内外の科学者とともに放射線による健康影響と放射能汚染状況について学び、政府による健康調査

や防護対策を検証するため、国際会議を開催。

・ ＣＲＭＳ市民放射能測定所および共催団体等による福島県内外における活動、「子ども・被災者支援法」

に関する政府・自治体への要請活動、国連人権理事会特別報告者やベラルーシ・ベルラド研究所をは

じめとする海外視察団受け入れにおいて、背景知識・情報および参考資料として使われている。

【調査研究の経過】

２０１２年 ６月２３日、２４日：

福島県の猪苗代（ヴィラ・イナワシロ コンベンション

ホール）にて、『市民科学者国際会議』を開催。「健康

影響の科学的・医学的見解」「基礎データと計測」「防

護とケア」３つのセッションで11人が講演、400人が参

加、全員で「円卓会議」。ネット中継10,000人が視聴。

１２月１３日：

『市民科学者国際会議 会議録 セッション３抜粋掲載』

を発行

【今後の展望など】

・２０１３年 １０月１３日、１４日 国立オリンピック記念青少年総合センター（東京・代々木）にて、

第３回『市民科学者国際会議』を開催予定
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プロジェクト

―国内外の市民・科学者を結集し、日本政府による放射線防護対策を検証する―








